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令和５年第１回定例会 

富 良 野 市 議 会 会 議 録 

 

 

令和５年３月７日（火曜日）午前 10時 00分開議 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
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教育行政執行方針 
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ふらの未来の会    佐 藤 秀 靖 君 
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教育委員会教育長 近 内 栄 一 君 教育委員会教育部長 亀 渕 雅 彦 君 

───────────────────────────────────────────── 

◎事務局出席職員 

事 務 局 長 井 口  聡 君 書 記 大 津  諭 君 

書 記 向 山 孝 行 君 書 記 鷲 見 悠 太 君 

 

 



 - 49 - 

                午前10時00分 開議 

                 （出席議員数17名） 

――――――――――――――――――――――――― 

        開  議  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） これより、本日の会議を開きま

す。 

 新型コロナウイルス感染防止のため、会議中のマスク

の着用を許可いたします。 

――――――――――――――――――――――――― 

        会議録署名議員の指名         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 本日の会議録署名議員には、 

        渋 谷 正 文 君 

        後 藤 英知夫 君 

を御指名申し上げます。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 

  市政執行方針並びに教育行政執行方針に対する   

  代表質問 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 日程第１、市政執行方針並びに

教育行政執行方針に対する代表質問を行います。 

 通告に従い、順次、質問を行います。 

 初めに、ふらの未来の会、佐藤秀靖君の質問を行いま

す。 

 12番佐藤秀靖君。 

○12番（佐藤秀靖君） -登壇- 

 私は、ふらの未来の会を代表して、今定例会に提出さ

れました令和５年度市政執行方針並びに教育行政執行方

針について質問いたします。 

 市長は、市政執行方針の冒頭で、新型コロナウイルス

感染症やウクライナ情勢による原材料やエネルギーなど

あらゆる資源の価格上昇などを指摘し、今年こそは、経

済回復と日常生活を取り戻し、新たな夢と希望を次世代

につなげていくための転換期と捉え、市民が誇りと愛着

を持って住み続けたいと感じてもらえるよう、まちづく

りに全力で取り組む決意を述べられました。混沌として

予測不能な不確実性の時代だからこそ、自治体運営には、

首長の強力なリーダーシップが必要となります。 

 今年は、第６次富良野市総合計画の中期４年計画がス

タートし、立地適正化計画や地域公共交通計画が策定さ

れるなど、まちづくりの基礎となる計画や、経済面では、

観光経済調査や観光振興計画であるFURANO VISION 2030

第２次アクションプラン、第４次農業振興計画の策定、

さらには、第３次富良野市健康増進計画及び富良野市国

民健康保険第３次保健事業実施計画の策定や、こども家

庭センターの整備など、市民の健幸を充実させるための

年であり、市長のお言葉の新たな夢と希望を次世代につ

なげていくための転換期としての年に、市長の手腕に大

いに期待するところであります。 

 以下、順次、質問してまいります。 

 重点政策の一つ目、健幸都市について。 

 市長は、健幸都市実現を公約に掲げ、市長就任以来、

積極的に取り組んでいらっしゃいました。令和４年は、

保健福祉部に担当主幹を配置し、その取組を加速させて

います。 

 自治体運営において、健幸都市という考え方は、時代

の要請であり、その取組には大いに評価するところです。 

 執行方針では、保健医療分野における健康増進施策に

加え、生活環境整備や、地域における信頼関係や絆の醸

成、産業振興など、様々な分野と連動させ、まちづくり

そのものを健幸にするとしています。庁内の各部署の事

業を健幸都市という考え方の下に連携させ、横串を刺す

体制づくりやコンセプトワークが必要と考えますが、お

考えを伺います。 

 二つ目は、ゼロカーボン、脱炭素の取組について。 

 ゼロカーボンシティー実現に向けた取組として、二酸

化炭素排出量の実質ゼロに向けた地域住民や関係団体と

の協議をスタートさせるとしていますが、具体的な内容

を伺います。 

 三つ目は、デジタル化の推進について伺います。 

 デジタル化による市民の利便性向上については、ＡＩ

やＩｏＴを活用し、交通事業者との共創により利用者の

移動ニーズに対応した地域公共交通の利便性向上を進め

るとともに、市内での消費を促進し地域内の経済循環に

資するＩＣＴ導入を進めるとしていますが、具体的な内

容を伺います。 

 続いて、第６次富良野市総合計画基本構想に掲げる四

つのコンセプトに沿った主な施策について伺います。 

 １、輝く。つながり合う。ひとのＷＡ！。 

 市長は、社会がどのように変わっても、支え合いで多

世代が共生する持続可能で豊かなコミュニティーを形成

するまちづくりは行政運営の基本とおっしゃっています。 

 地域における社会福祉について、高齢者、障がい者、

子供など、世代や背景の異なる全ての人が参画し、地域

を共に創っていく地域共生社会の実現に向けた取組を推

進するとしていますが、どのように取り組むのか、その

推進体制はどのようにお考えなのか、伺います。 

 高齢者福祉について地域包括ケアシステムの深化、推

進としていますが、深化という一歩踏み込んだ表現をし

ています。 

 現在までの取組をどのように評価し、どのように深化

させるつもりなのか、お考えを伺います。 

 また、介護人材確保対策に取り組むとしていますが、

高齢化が進む本市において、人材確保は喫緊の課題と考
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えますが、市長の認識と介護人材確保に注力する具体的

なお考えを伺います。 

 障がい者福祉については、全ての市民が、障がいの有

無にかかわらず、互いに尊重し合い、理解し合いながら

共に生きていく共生社会の実現に向け、関係機関とのネ

ットワークを強化するとしていますが、具体的なお考え

を伺います。 

 また、人権意識の高揚と男女共同参画の推進について、

外国人観光客や就労外国人の増加を見据え、外国人との

共生について、地域と連携を図るとしていますが、どの

ように地域との連携を図るのか、伺います。 

 スポーツ活動について、屋外スポーツ施設の有効活用

に向けた検討とありますが、どのようなお考えの下の有

効活用の検討なのか、伺います。 

 ２、創る。まわす。しごとのＷＡ！。 

 本市の基幹産業である農業と観光は、共に大きな課題

を抱えていると考えます。 

 すなわち、農業においては、農家戸数の減少や後継ぎ

問題、農業基盤整備など、観光においては、ポストコロ

ナの外国人観光客など新たな観光の提案をしっかり取り

組まなければなりません。 

 持続可能な農業の推進について、最適な通信環境の整

備に向けた実証実験に取り組むとしていますが、具体的

内容を伺います。 

 通年型、滞在型観光の推進について、FURANO VISION 

2030の実現に向け、アクションプランを基に取組を進め

るとしていますが、現在公表されている第１期アクショ

ンプランは2022年までとなっています。 

 今年、2023年からの第２期アクションプランに基づき

取組を進めるということでよろしいか、確認します。 

 また、第２期プランの公表はいつになるのか、伺いま

す。 

 観光マネジメントの強化ですが、観光経済調査により

経年変化を分析し、今後の観光戦略につなげるとしてい

ますが、おおむね５年ごとに行っている観光経済調査は、

毎回、報告書として公表されるのは年度末であると認識

しておりますが、観光経済調査の時期、分析期間をお知

らせください。 

 また、持続可能な観光地形成について、市民の努力に

より確立されたごみ分別を観光客に理解していただく取

組を進めるとしていますが、具体的な取組について伺い

ます。 

 雇用促進について、労働力確保に向けた新たな施策を

検討するとしています。外国人労働者を含めた施策も考

えられると思いますが、施策検討の方向性を伺います。 

 ３、想う。みがき合う。まちのＷＡ！。 

 公営住宅について、子育て世帯に特化した宅地分譲を

実施するとありますが、議論経過と宅地分譲の具体案に

ついて伺います。 

 空き家対策として、倒壊などの危険性の高い空き家の

除去を促進し周辺環境対策に努めるとありますが、具体

的な対象空き家があるのかどうか、伺います。 

 地域コミュニティーの再構築と活性化について、自治

会活動への支援を行うとしていますが、地域課題解決に

向けた自治会、町内会との連携協力、支援をどのような

方法で行うのか、伺います。 

 続いて、教育行政執行方針について伺います。 

 冒頭で、次代を担う子供たちを安心して育てることが

できる子育て支援の基盤の充実に向け、全ての子供の発

達段階や特性に応じた相談、支援体制充実のため、こど

も家庭センターの設置準備を進め、関係部署との連携に

より、切れ目のない子育て支援施策を総合的に推進する

としています。 

 これは、国の動きと連動したものと理解していますが、

関係部署との連携もさることながら、子育てをする当事

者である保護者や関係者の声を丁寧に聴取し、ニーズを

把握して体制づくりを進める必要があると考えますが、

お考えを伺います。 

 １、主体的な学びを育てる 知育の木について。 

 学力向上について、主体的、対話的で深い学びの視点

からの授業改善を推進するとあります。これは、新学習

指導要領のアクティブラーニングの考え方に基づくもの

であると理解していますが、本市の学校教育現場におい

て授業改善をどのように推進するのか、具体的なお考え

を伺います。 

 また、本市におけるＩＣＴ教育における課題をどのよ

うに認識しておられるか、伺います。 

 そして、新たに２名のＩＣＴ支援員を配置するようで

すが、現在、北海道から派遣されている３名の授業改善

推進チームが３月で任期満了になると伺っています。 

 ＩＣＴ教育充実支援についてのお考えを伺います。 

 ２、自主自律の心を育てる 情意の木について。 

 不登校児童生徒への支援として、教育支援センターの

機能強化と児童生徒の健康状態や気持ちの変化を確認す

るスクリーニング体制を整備とありますが、具体的に機

能強化や体制整備をどのように構築し、運用するのか伺

います。 

 以上で、ふらの未来の会の代表質問を終わります。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 ふらの未来の会、佐藤秀靖議員の市政執行方針に対す

る代表質問にお答えします。 

 １件目の重点政策についての健幸都市についてであり

ますが、健康づくりや生きがいづくり、生活習慣病や介

護予防などの施策に加え、社会インフラ整備や地域資源
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の活用などの施策を全庁的に推進するため、令和４年８

月、庁内に設置した健幸都市づくりプロジェクト会議を

中心に、現在策定中の富良野市健幸都市推進プランに基

づき、各種事業に取り組んでまいります。 

 次に、ゼロカーボンの取組についてでありますが、現

在策定中の脱炭素ロードマップにおいて、2050年ゼロカ

ーボンシティー実現へのシナリオとして、促進地区を設

定し、調査研究、試行しながら得られた知見を徐々に広

げていくことも想定していることから、地区設定に向け、

取組の意義や他地域の事例など、情報共有しながら、地

域住民と関係団体による協議の場を設け、ゼロカーボン

への機運を高めてまいります。 

 次に、デジタル化の推進についてでありますが、富良

野市街地に約50か所の乗降ポイントを設置し、会員登録

した利用者が電話またはスマホのアプリから乗車予約す

ると、ＡＩが最適なルートや運行時間を算出し、乗り合

いによって目的地まで送迎するＡＩオンデマンド交通の

有償による実証運行に取り組むとともに、市内共通商品

券や行政ポイントをデジタル化し、市内でキャッシュレ

スによるお買物ができるデジタル地域通貨の導入に向け

て、先月、国のデジタル田園都市国家構想推進交付金を

申請したところであります。 

 ２件目の輝く。つながり合う。ひとのＷＡ！の地域に

おける社会福祉についてでありますが、第３期富良野市

地域福祉計画に基づく各種施策を関係機関、事業所等と

連携しながら推進してまいります。 

 地域福祉の推進は、市民同士のつながりが基盤であり、

障害者週間に合わせた事業所活動の展示、広報や市ホー

ムページを活用した啓発活動に取り組み、障がいのある

人への理解を市全体で深めていくことにより、互いに尊

重し、支え合い、自分らしく生きることのできる地域共

生社会を目指してまいります。 

 次に、高齢者福祉についてでありますが、団塊の世代

が75歳以上となる2025年を目途に、高齢者が住み慣れた

地域で安心して暮らし続けることができるよう、住まい、

医療、介護、予防、生活支援が一体的に提供される地域

包括ケアシステムのさらなる充実に向け、取り組んでい

るところであり、多職種による地域ケア会議などを通じ

て、地域の課題を把握し、必要な生活支援サービスにつ

なげてまいりました。 

 令和５年度は、第９期富良野市高齢者保健福祉計画・

介護保険事業計画の策定に向けたニーズ調査などを実施

し、今後も、関係機関、事業所との連携強化に努めると

ともに、中核機関として地域包括支援センターの機能強

化を図ってまいります。 

 介護人材不足については、重要な課題と捉えており、

引き続き、市内の介護人材育成を目的とした介護人材育

成事業補助金を継続してまいります。 

 また、新たな介護人材の創出につながる取組として、

令和３年度に正会員となった外国人介護福祉人材育成支

援協議会による事業所とのマッチングによって、令和５

年度から市内事業所において外国人留学生１名の採用が

内定していることから、今後も事業所の意向を確認しな

がら介護人材の確保に努めてまいります。 

 次に、障がい者福祉についてでありますが、障がいの

ある人もない人も、お互いに人格と個性を尊重し合いな

がら暮らすことのできる共生社会の実現を目指し、障害

福祉サービス事業所と連携し、障がいのある方への情報

提供、相談、社会参加促進、生活のサポートや日中一時

支援等の地域生活支援事業を推進するとともに、圏域５

市町村の担当部局、関係機関、事業所等で構成される富

良野地域自立支援協議会において、地域課題の解決策の

検討など、ネットワークの連携強化を図ってまいります。 

 次に、外国人との共生についてでありますが、外国人

観光客及び外国人居住者の増加、外国資本による開発等

の状況による地域コミュニティーの課題について、各連

合会、町内会から状況を伺い、現状の把握に努めており、

今後も、外国人との共生に向け、外国人居住者の相談や

町内会への加入促進、ごみの分別、外国人観光客のマナ

ーなどの課題解決に向け、多言語による情報提供に努め

るとともに、必要に応じて地域との意見交換会等を開催

してまいります。 

 次に、スポーツ活動についてでありますが、屋外スポ

ーツ施設の有効活用に向けた検討においては、人口減少

や社会変化に伴う既存施設の整備方針について検討しな

がら、市民の健康づくり、気軽に親しめる生涯スポーツ

の振興を優先に考え、利用者や関係機関及び関係団体等

と意見交換を行ってまいります。 

 ３件目の創る。まわす。しごとのＷＡ！の持続可能な

農業の推進についてでありますが、農林水産省農山漁村

振興交付金の情報通信環境整備対策事業を活用し、令和

５年度からの２年間、山部北星地区及び南陽地区におい

て、水田やビニールハウスの自動給水及び自動制御の水

管理システム導入における通信環境の実証実験及び最適

化調査を実施することとしております。 

 次に、通年型、滞在型観光の推進についてであります

が、第２期アクションプランは、現在ふらの観光まちづ

くり戦略会議において策定作業を進めており、令和５年

６月を目途に公表し、これに基づき、取組を進めてまい

ります。 

 次に、観光マネジメントの強化についてでありますが、

観光経済調査は、夏と冬に観光消費額についての調査を

行うとともに、市民の意識及び観光による経済波及効果

の調査を実施することから、調査及び分析期間を年度末

までとし、調査結果の公表は令和６年５月を予定してお

ります。 
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 次に、持続可能な観光地形成についてでありますが、

令和４年度は、観光庁のモデル事業において、本市がご

み分別を始めた経過や実施内容を周知するウェブサイト

を整備しております。令和５年度は、ＱＲコードを記載

した看板を生ごみ堆肥を活用した花壇に設置することに

より、市民や観光客に対し、ごみ分別の取組を広く紹介

してまいります。 

 次に、雇用促進についてでありますが、少子高齢化の

進行に伴う生産年齢人口の減少により、労働力確保は本

市においても急務の状況であります。学卒者の地元定着

促進や首都圏からの移住就労、高齢者や子育てママ等の

潜在労働力の掘り起こしに向け、しごと情報提供サイト、

フラノ・ジョブ・スタイルでの情報発信を行うとともに、

外国人労働者やＵＩＪターン就労者を獲得するための支

援策を全庁的に検討してまいります。 

 ４件目の想う。みがき合う。まちのＷＡ！の子育て世

帯に特化した宅地分譲についてでありますが、公営住宅

跡地を宅地分譲し、子育て世帯の宅地取得を支援するこ

とで、子育てしやすい住環境や子育て世代の定住促進、

公有財産の有効活用などが期待できるとして、令和３年

度に職員提案制度により提案された事業で、この間、事

業実現に向け、関係各課による課題の整理や効果的な事

業へ向けた議論を行い、事業化するものであります。具

体的には、東町団地の一画を85坪程度に分筆し、市内建

設業者の施工、対象者は40歳未満で、16歳未満の子供が

いるなどの要件を設け、低価格で分譲しようとするもの

であります。 

 次に、空き家対策についてでありますが、空き家等除

却事業は、倒壊の危険性が高いなど、空家等対策協議会

で特定空き家や不良住宅として認定された空き家が対象

となります。現在、この事業に該当すると思われる空き

家を１件確認しております。 

 次に、地域コミュニティーの再構築と活性化について

でありますが、町内会活動などの地域コミュニティーの

課題として、役員の担い手不足や会員の減少、高齢化等

に加え、外国人との共生についても新たな課題となって

いると認識しております。 

 このため、連合町内会単位に設置しているコミュニテ

ィ活動推進員による町内会との連携を継続していくこと

と併せて、地域づくり推進補助金による活動への助成を

継続するなど、住民との共創、協働により課題解決に向

けた取組を進めてまいります。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続けて、御答弁願います。 

 教育委員会教育長近内栄一君。 

○教育委員会教育長（近内栄一君） -登壇- 

 ふらの未来の会、佐藤秀靖議員の教育行政執行方針に

対する代表質問にお答えいたします。 

 １件目、切れ目のない子育て支援についてのこども家

庭センターの体制づくりについてでありますが、こども

家庭センターは、保健センター２階にこども通園センタ

ーの移転とともに整備を計画しており、保健センター１

階の保健医療課及び子育て支援センターの様々な専門職

と連携し、子供の発達段階、成長に合わせた相談、支援

ニーズを把握しながら、子供子育て世代への切れ目のな

い体制を構築してまいります。 

 ２件目、学力の向上についてでありますが、子供たち

が豊かな人生を切り開き、持続可能な社会の創り手とな

ることができる資質、能力を育成するためには、知識の

暗記、正解主義への偏りから、児童生徒の発達段階に応

じ、興味、関心を生かした主体的な学びを促す指導が必

要であります。授業改善に当たっては、学習意欲を増進

し、生涯にわたり学び続ける資質、能力を育成するため、

児童生徒が自ら学び続けることを重視し、他者との協働

や課題解決型学習などにより、対話的で深い学びが実現

できるよう取り組んでまいります。 

 ３件目、ＩＣＴ教育についての課題の認識についてで

ありますが、本市において本格導入されているＩＣＴ活

用による教育の効果をさらに高めるためには、教師の指

導力向上やデジタル機材、学習ソフト、教科書などのＩ

ＣＴ環境整備の一層の充実が必要と考えております。 

 次に、ＩＣＴ教育充実支援についての考えであります

が、従来の教師による対面指導に加え、一斉学習や個別

学習、協働学習など様々な学習場面においてＩＣＴを活

用することや、目的に応じ、遠隔授業やオンデマンドの

動画教材を取り入れるなど、子供の主体的な学びを支援

する伴走者としての教師の役割を果たしつつ、リアルと

デジタルを融合した学校教育活動に取り組んでまいりま

す。 

 ４件目、不登校児童生徒への支援についての教育支援

センターの機能強化や体制整備の構築についてでありま

すが、教育支援センター、適応指導教室では、指導員に

よる支援だけではなく、臨床心理士による児童生徒や保

護者へのカウンセリングを行い、寄り添い、傾聴し、孤

立させないよう見守り体制を強化してまいります。 

 また、富良野版児童生徒理解・支援シートや端末を活

用し、スクリーニング体制を整備するとともに、関係者

が情報を共有し、それを基に、困難を抱える児童生徒へ

のアセスメント、状況把握、分析や具体的な支援策の策

定、それに基づく支援を行ってまいります。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、佐藤秀靖君の質問は終

了いたしました。 

 次に、民主クラブ、石上孝雄君の質問を行います。 

 ７番石上孝雄君。 

○７番（石上孝雄君） -登壇- 
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 民主クラブを代表して、令和５年度市政執行方針につ

いて質問してまいります。 

 令和３年度からの第６次富良野市総合計画が始まり、

三つの重点政策、健幸都市について、ゼロカーボンの取

組について、デジタル化の推進について、主な施策につ

いては、輝く。つながり合う。ひとのＷＡ！、創る。ま

わす。しごとのＷＡ！、想う。みがき合う。まちのＷＡ！、

感じる。つなげる。自然のＷＡ！を目標に掲げ、本年で

３年目を迎えようとしています。 

 しかし、新型コロナウイルス感染症による世界的な経

済の停滞、また、１年が経過したロシアにより始まった

ウクライナ侵攻では、食料、化石燃料、その他、挙げれ

ば切りがないほど高値が続き、企業経営、市民生活は深

刻さを増しております。この状況が早く終息し、スムー

ズな第６次富良野市総合計画が進行できるよう願うばか

りです。 

 健幸都市については、科学的根拠に基づく健康支援や

ふらの健幸ポイント事業などの行動変容促進など、保健

医療分野での健康増進施策に加え、生活環境整備や地域

コミュニティー、産業振興など様々な分野と連動させ、

まちそのものを健幸にすることにより、市民一人一人が

自然に健康で幸せを実感できるまちづくりの構築を目指

すとあります。 

 事業費の拡充で、どのような効果がさらに期待できる

のか、幸せはポイントで実感できるのでしょうか、お聞

きします。 

 幸せの度合いは人それぞれだと思いますが、考え方を

お聞かせください。 

 次に、ゼロカーボンの取組について伺います。 

 2050年ゼロカーボンシティーの実現に向け、行政はも

とより、市民、事業者等、オール富良野で取組を進めて

いくとあります。 

 これまで、ごみのリサイクルの取組は、歴代市長４代

にわたり続けられ、リサイクル率は90％を超える回収率

になっており、全国の先進事例にもなっております。ま

た、令和４年９月に供用を開始した新庁舎は、地下熱を

利用した空調設備を使用し、照明器具はＬＥＤを使用し、

光熱費の削減に努め、また、太陽光発電設備導入などへ

の支援拡充の取組などで脱酸素を進めるとあります。 

 脱炭素ロードマップの推進を図るため、知見、技術を

持った企業と連携しながら、市民と行政が一体となり、

二酸化炭素排出量の実質ゼロに向け、協議をスタートさ

せるなど、脱炭素化の取組を新しい地域活力の創造につ

なげ、持続可能なまちづくりを進めるとありますが、令

和５年はどのような考えを持って進めていくのか、また、

将来はどのような形になればいいのか、その考えをお聞

かせください。 

 次に、創る。まわす。しごとのＷＡ！の鳥獣害対策に

ついて伺います。 

 ここ数年、熊、鹿、アライグマなどの頭数が目に見え

て増えている実感があります。富良野市の基幹産業であ

る農産物被害は特にひどく、また、農作物被害にとどま

らず、最近は、行動範囲が広がることで交通事故、熊と

の遭遇での人身事故も実際に起こっており、深刻な状況

と考えます。 

 アライグマなど中型動物は、自主的努力で防止対策も

できますが、熊、鹿などの大型動物はどのような対策を

どう進めていくのか、また、ハンターの育成並びに確保

はどのように取り組まれていくのか、伺います。 

 次に、企業誘致の推進について伺います。 

 地域資源を活用した企業の立地に向け、継続した協議

を進めるとともに、今後の誘致に向けた情報発信を進め

るとありますが、地域資源を活用する企業とはどのよう

な企業をイメージしているのか、また、情報発信はどの

ように進めていくのか、お伺いいたします。 

 次に、想う。みがき合う。まちのＷＡ！の公園緑地の

整備について伺います。 

 公園の適切な維持管理を行うとともに、公園施設長寿

命化計画に基づき、曙公園ほか５公園の遊具更新や栄町

公園のネットフェンス修繕を進めるとあります。 

 小児用だけでなく、成人向けの健康遊具設置などは考

えているのか、伺います。 

 次に、中心市街地の活性化について伺います。 

 東５条３丁目地区市街地再開発事業の事業採択に向

け、計画コーディネート業務を実施していくとあります。 

 令和５年度はどの程度の進捗になるのか、現在の進捗

状況も併せてお聞かせください。 

 次に、地籍調査について伺います。 

 事業の遅れは当初からで、本来であれば東山地区は、

とうに完了しているはずです。地籍調査事業は、もっと

加速し、推進すべきと考えますが、見解を伺います。 

 次に、ふるさと納税について伺います。 

 シティープロモーションの取組と連動して、富良野の

豊かな特産品やまちの魅力を積極的にＰＲすることで、

寄附金額のさらなる向上を目指すとあります。 

 令和４年の大幅な上昇は、市長部局の努力と関係機関

の取組が全国の富良野ファンに届いたあかしでないだろ

うかと考えますが、推進内容と令和５年度の寄附金額の

目標をどのように設定していくのか、伺います。 

 また、シティープロモーションの取組をどう連動させ

ていくのか、伺います。 

 次に、教育行政執行方針について伺います。 

 学校教育についての主体的な学びを育てる 知育の木

の学力向上では、小学生を対象とした標準学力検査を新

たに中学校でも実施し、学力の経年変化分析をすること

により、各学校における学習指導方法の工夫や授業改善、
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家庭と学校の連携による家庭学習時間の確保などを行い、

学びに向かう学習環境づくりに取り組むとあります。 

 何よりも、本人のやる気を引き出すのが肝要と思われ

ます。具体的な事業内容があれば伺います。 

 次に、ＩＣＴ教育について伺います。 

 国のGIGAスクール構想に基づき、児童生徒１人１台の

端末の持続的な活用やネットワーク環境のさらなる改善

に取り組むとともに、新たにＩＣＴ支援員の配置、教師

のＩＣＴ活用指導力の向上などをさらに推進していくと

あります。 

 ネットワーク環境のさらなる改善の取組と現状はどの

ように考えられているのか、また、ＩＣＴ支援員をどう

配置するのか、伺います。 

 次に、特別支援教育について伺います。 

 富良野市第４次特別支援教育マスタープランに基づき、

教育的ニーズの把握、個別の支援計画、指導計画を活用

した効果的な支援や合理的配慮の提供とあります。 

 効果的な支援と合理的配慮の提供とはどう考えている

のか、伺います。 

 次に、切れ目のない子育て支援についてのへき地保育

について伺います。 

 少子化が進む中、新年度に入園者がゼロ人という保育

所もあると伺っております。 

 保護者、地域などと、幼保連携など、今後の在り方を

どう進めていくのか、お伺いいたします。 

 以上、申し上げ、民主クラブの代表質問を終わります。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 民主クラブ、石上孝雄議員の市政執行方針に対する代

表質問にお答えします。 

 １件目、重点政策についての健幸都市についてであり

ますが、健幸とは、身体面の健康だけではなく、人々が

生きがいを感じ、安全・安心で豊かな生活を送れること

であります。新規事業に限らず、既存事業においても健

幸の視点を取り入れることで、健幸都市としての生活環

境整備や地域コミュニティーの醸成等を図ってまいりま

す。 

 また、健幸ポイント事業は、健康無関心層が約７割を

占める本市において、健康習慣のきっかけづくりとして

有効であると考えております。 

 次に、ゼロカーボンの取組についてでありますが、令

和５年度の取組として、市民のゼロカーボンに向けた行

動変容への意識醸成が必要であると考えており、どのよ

うな行動がゼロカーボンにつながり、その効果はどの程

度なのか、見える化し、さらに、セミナーやイベント等

の開催により行動変容を促してまいります。 

 また、再生可能エネルギー導入促進策として、現在実

施している太陽光発電や木質ストーブ導入補助の拡充を

行うとともに、国の補助事業活用による市民への具体的

な再生可能エネルギーなど導入施策や、市施設への導入

計画を策定し、再生可能エネルギー導入の動きを加速し

てまいります。 

 将来の目指す姿としては、2050年までに二酸化炭素排

出量を実質ゼロとすることのほか、ゼロカーボンの取組

が農業等の他産業の活性化や課題解決につながり、また、

地域エネルギーを担う人材が新たに確保されるなど、地

域経済が発展し、かつ、森林保全やごみリサイクルの活

動推進などにより、市民生活の向上が図られることが重

要であると考えております。 

 ２件目、創る。まわす。しごとのＷＡ！の鳥獣害対策

についてでありますが、大型動物への対策は、電気牧柵

設置への補助を継続するとともに、捕獲につきましては

猟友会の協力を得ながら進めてまいります。また、令和

４年度に実践されている囲いわなの効果を検証し、地域

と協力しながら今後の対応を検討してまいります。 

 ハンターの育成、確保につきましては、猟銃免許取得

に係る費用や銃器取得への補助、技術継承などにより、

若いハンターの育成を進めてまいります。 

 次に、企業誘致の推進についてでありますが、本市の

農産物を活用した企業の立地に向けた協議を継続すると

ともに、食品加工業や宿泊、飲食、アクティビティーな

どの観光業など、様々な企業の誘致に向け、ホームペー

ジなどにより情報発信してまいります。 

 情報発信につきましては、本市が有する魅力的で多様

な資源について、市ホームページや公式ＳＮＳ等を通じ

て発信するほか、ふるさと納税の寄附者や、ワーケーシ

ョンでつながりを持った企業等に向け、パンフレット等

により本市の魅力をアピールし、誘致を促進してまいり

ます。 

 ３件目、想う。みがき合う。まちのＷＡ！の公園緑地

の整備についてでありますが、公園遊具の更新は、利用

者の状況や町内会などの意見を伺い、市民ニーズを踏ま

えた中で健康遊具を設置してまいります。 

 次に、中心市街地の活性化についてでありますが、東

５条３丁目地区市街地再開発事業は、令和４年度に街区

整備計画を策定し、事業エリアの整備方針などを定め、

令和５年度は、事業推進に向けた計画コーディネート業

務を実施し、事業採択に向けた取組を進めてまいります。 

 進捗状況につきましては、令和５年度までを国の都市

再開発支援事業を活用した事業準備段階とし、令和６年

度からは都市再開発法に基づく法定再開発事業として着

手、令和10年度までを想定事業期間として事業推進を図

ってまいります。 

 次に、地籍調査についてでありますが、令和４年度で、

富良野市全体の進捗率は13.4％、東山地区については
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56.9％となっております。 

 地籍調査事業は、国の負担が50％、都道府県負担が

25％、市町村負担が25％として実施しております。 

 当初より、事業推進に向け、国や北海道に対し、財源

要望してきておりますが、配当額が低くなっている状況

であり、計画の遅れによる地域住民の不安もあることか

ら、引き続き、上川総合開発期成会を通じ、事業の円滑

な推進のための財源確保について要望してまいります。 

 次に、ふるさと納税についてでありますが、推進内容

につきましては、令和４年度の実績を踏まえ、公式ＳＮ

Ｓの活用などの効果的なＰＲにより、７億円以上の寄附

獲得を目標として取り組んでまいります。 

 シティープロモーションとの連動につきましては、ふ

るさと納税のＰＲにおいて、本市の魅力を内外に広く発

信することで、市外での富良野ファン拡大のみならず、

市内においても様々な魅力に気づくことで返礼品の開発

やシビックプライドの醸成につながる可能性があります

ので、関係部署や事業者等と連携して効果的なプロモー

ション活動に取り組んでまいります。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続けて、御答弁願います。 

 教育委員会教育長近内栄一君。 

○教育委員会教育長（近内栄一君） -登壇- 

 民主クラブ、石上孝雄議員の教育行政執行方針に対す

る代表質問にお答えいたします。 

 １件目、学力の向上についてでありますが、子供たち

が豊かな人生を切り開き、持続可能な社会の創り手とな

ることができる資質、能力を育成するためには、知識の

暗記、正解主義への偏りから、児童生徒の発達段階に応

じ、興味関心を生かした主体的な学びを促す指導が必要

であります。 

 したがって、授業改善に当たっては、学習意欲を増進

し、生涯にわたり学び続ける資質、能力を育成するため、

児童生徒が自ら学び続けることを重視し、他者との協働

や課題解決型学習などにより、対話的で深い学びが実現

できるよう取り組んでまいります。 

 ２件目、ＩＣＴ教育についてのネットワーク環境のさ

らなる改善の取組と現状でありますが、各学校では教育

活動においてＩＣＴを積極的に活用しており、今後も、

教師のさらなる指導力向上や、デジタル機材、学習ソフ

ト、教科書などのＩＣＴ環境整備や、より高度な教育デ

ジタルトランスフォーメーションの実現に向け、努めて

まいります。 

 次に、ＩＣＴ支援員の配置については、学校でのＩＣ

Ｔを活用する授業や校内研修、環境整備などの支援を行

い、よりスムーズに教育活動などを行うため、令和５年

度２名の配置を予定しており、拠点校方式により担当校

を巡回し、ＩＣＴ支援を行ってまいります。 

 ３件目、特別支援教育についての効果的な支援と合理

的配慮の提供でありますが、特別支援教育を必要とする

児童生徒に対しては、教育、医療、保健、福祉などの関

係機関が連携し、障がいの状態などに応じたきめの細か

い効果的な支援と、障がいのある子供が他の子供と平等

に教育を受ける権利を行使することを確保するための合

理的配慮により、必要かつ適切な支援を行ってまいりま

す。 

 ４件目、切れ目のない子育て支援についてのへき地保

育所についてでありますが、今後のへき地保育所の在り

方につきましては、子供たちにとって望ましい幼児教育

保育環境の確保に向けた指針に基づき、現状のままの幼

児教育、保育を維持することが非常に困難な状況になっ

た場合を見据え、保護者や地域の方々と、引き続き、地

域に子供を預ける場所の確保を念頭に、保育形態や保育

場所、運営方法などについて協議、検討を進めてまいり

ます。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、石上孝雄君の質問は終

了いたしました。 

 ここで、10分間休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前10時58分 休憩    

        午前11時05分 開議    

     ――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 次に、ふらの令和の会、後藤英知夫君の質問を行いま

す。 

 17番後藤英知夫君。 

○17番（後藤英知夫君） -登壇- 

 ふらの令和の会を代表して、今議会に提出されました

令和５年度市政執行方針、教育行政執行方針について、

順次、質問いたします。 

 本市においては、３年以上にも及ぶ新型コロナウイル

ス感染症の影響や、令和４年２月からのロシアによるウ

クライナ侵攻により、基幹産業であるホテルなどの宿泊

業、観光業や関連産業、飲食業にとってダメージは非常

に大きく、物価高が追い打ちをかけ、市民生活をも圧迫

しています。 

農業にとっても、家畜の飼料や肥料、農薬などの生産

資材は過去に例がないほどの高騰と品不足により、営農

継続に不安が高まっており、経済の衰退は人口減少にさ

らに拍車をかけることが懸念されます。 

観光では、国内客を中心にコロナ禍前に戻りつつある

ものの、今後も、あらゆる面で情勢を注視しながら、本

市の持続的発展のため、地域経済を支え、子育て世代へ
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の応援や高齢者が安心して暮らせるための効果的な施策

を継続し、健幸都市の実現に向けた取組を加速していく

一年としなければならないと考えます。 

 まず、ゼロカーボン、脱炭素の取組について伺います。 

 ゼロカーボンシティーへの市民意識の醸成を図るため

に、日常の生活の中で脱炭素化できる行動例の見える化

と行動変容の促し、太陽光発電設備導入等への支援拡充

とありますが、具体例をお示しください。 

 主な施策について、１、輝く。つながり合う。ひとの

ＷＡ！から、地域医療について伺います。 

 地域センター病院の医師確保に対し、医師養成確保就

学資金の貸付け、また、看護師の育成と地域に定着する

ことを目的として、看護職員養成修学資金の貸付けを実

施し、継続するとあります。 

 今後も必要な施策と考えますが、これまでの実績と効

果の検証をどうお考えなのか、お聞かせください。 

 男女共同参画の推進について伺います。 

 様々な場面での女性が活躍する社会の実現がこれから

の発展のキーワードと言われて久しい中、進展が見えて

こない部分も多いように感じます。国では、女性の積極

的な登用を進めるよう、自治体などに対して通達があっ

たと聞きます。 

 庁内や関係する委員会などに関し、市としての方向性

や見解を伺います。 

 ２、創る。まわす。しごとのＷＡ！から、持続可能な

農業の推進についてお聞きします。 

 担い手不足を主な要因として農家戸数の減少が進み、

１戸当たりの耕作面積が拡大し、労働力不足、賃金や生

産資材の上昇が重なり、より一層、効率のいい農業経営

が求められています。本市においても、省力化や農業基

盤強化を促進するため、スマート農業に対し、平成29年

度より補助事業を開始しております。 

 令和５年度、最適な通信環境の整備に向けた実証実験

に取り組むとありますが、計画の内容についてお尋ねし

ます。 

 商工振興について伺います。 

 循環型経済の活性化に向け、メイドインフラノの認定

や販路拡大に取り組んでいくとあります。 

 販路拡大に向けて、本市はどこを担っていくのか、お

聞かせください。 

 ３、想う。みがき合う。まちのＷＡ！の中から伺いま

す。 

 都市計画について、富良野らしい都市計画の形成と自

然環境の保全に努めるとともに、スポーツセンター耐震

改修に伴う用途地域の見直しについて検討するとありま

すが、用途地域の見直しとはどのような意図と計画なの

でしょうか。 

 公営住宅について伺います。 

 自治体がどれだけ子育て世代の負担を軽減し、応援で

きるかが人口減少の緩和策と思われる中、子育て世帯に

特化した宅地分譲を実施するとありますが、狙いや場所、

具体的な対象者はどのように想定されているのか、お尋

ねします。 

 ４、感じる。つなげる。自然のＷＡ！から、ごみの減

量、リサイクルについて伺います。 

 ごみの減量、リサイクルの取組は、市長がシビックプ

ライドと市政執行方針で言われているように、長年にわ

たっての市民の理解と協力のたまものであり、他自治体

に対しても誇れるものだと思います。 

 さらに、ごみ資源の地産地消をより一層進める上では、

ＲＤＦボイラーで使用される固形燃料の良質化が肝要で

あります。 

 ごみ資源の品質向上に向けた取組についてお聞きしま

す。 

 続いて、教育行政執行方針について伺います。 

 学校教育について、国のGIGAスクール構想に基づき、

本市においても、児童生徒に対し１人１台の端末が整備

され、ＩＣＴ教育を推進していく上で、新たにＩＣＴ支

援員の配置、教師のＩＣＴ活用指導力の向上を推進する

とありますが、ＩＣＴ支援員を配置するめどはあるので

しょうか。 

 また、教師のＩＣＴ活用指導力向上のための対策をど

のようにお考えなのか、お尋ねします。 

 小・中学校の適正規模、適正配置についてですが、令

和４年度末をもって布礼別小学校が閉校となり、令和５

年度末には布部小中学校が閉校となります。保護者や地

域との検討、協議を重ねた結果であり、急速な少子化の

中で、将来の子供たちの健全な成長を考えるとやむを得

ない判断かと思います。小規模校から新たに学校に通学

する児童生徒にとっては、大きな環境の変化であり、順

応できるよう、細やかな配慮が必要であると考えます。 

 対応を含め、見解をお聞きします。 

 富良野市内の高等学校２校が令和７年４月に新設校と

して再編するに当たり、教育活動の充実による魅力的で

地域から求められる高校づくりに向けて協力支援を進め

るとあります。 

 現時点では、市外の高校に進学する生徒が多い状況が

あり、新しくできる高校は、生徒たちの将来の夢が実現

できる可能性が大きく、地域の中学生に選んでもらえる

学校にするために、教育委員会が保護者や生徒からの要

望や意見を積極的に聴取し、情報を発信していくことが

肝要であり、北海道教育委員会に対しても強く提言して

いくべきと考えます。 

 見解をお尋ねし、以上で、ふらの令和の会の代表質問

を終わります。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 
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 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 ふらの令和の会、後藤英知夫議員の市政執行方針に対

する代表質問にお答えします。 

 １件目、重点政策についてのゼロカーボンの取組につ

いてでありますが、2050年ゼロカーボンシティーの実現

に向けては、第一に、市民のゼロカーボンへの意識醸成

が重要であると考えております。具体的には、ゼロカー

ボンにつながる行動は何か、どの程度二酸化炭素の削減

効果があるのかなどをアクションプランとしてまとめ、

市民に周知し、あわせて、セミナーやイベント等を開催

してまいります。また、現在実施している再生可能エネ

ルギー導入促進事業補助金について、木質ストーブは予

算増額による導入件数拡大、太陽光発電システムについ

ては最大補助額を15万円から50万円へと拡充するなど、

再生可能エネルギー導入への動きをさらに促すことによ

り市内の機運を高めてまいりたいと考えております。 

 ２件目、輝く。つながり合う。ひとのＷＡ！の地域医

療についてでありますが、医師養成確保就学資金の貸付

けは、平成26年度から開始し、これまで15名に貸付けを

行い、うち８名が地域センター病院で初期研修医として

勤務し、研修終了後も出張医として勤務している医師も

いることから、地域センター病院の医師確保について効

果を上げている取組と考えております。 

 看護職員養成修学資金の貸付けは、平成10年度から開

始し、209名に貸付けを行い、市内医療機関に就業する割

合は82.7％となっており、看護師定着のための有効な施

策であると考えております。 

 次に、男女共同参画の推進についてでありますが、第

２次富良野市男女共同参画推進計画では、あらゆる分野

における男女共同参画の実現を基本目標とし、推進項目

には市の管理職や審議会への女性の登用促進を掲げ、そ

の目標値を30％としております。 

 今後も、女性が政策や方針の決定など多様な活動に参

画できるよう、関係部署とも連携を図りながら、推進計

画及び具体的施策を引き続き推進してまいります。 

 ３件目、創る。まわす。しごとのＷＡ！の持続可能な

農業の推進についてでありますが、農林水産省農山漁村

振興交付金の情報通信環境整備対策事業を活用し、令和

５年度から２年間、山部北星地区及び南陽地区において、

水田やビニールハウスの自動給水及び自動制御の水管理

システム導入における通信環境の実証実験及び最適化調

査を行う予定であります。 

 次に、商工振興についてでありますが、メイドインフ

ラノ認定商品の開発に向け、中小企業振興総合補助金な

どにより、支援を進めるとともに、販路拡大におきまし

ては、富良野地方物産振興会や北海道貿易物産振興会な

どとの情報交換の場を設け、道内外で開催される北海道

物産展や商談会の情報発信、出展に向けた支援を行って

まいります。 

 ４件目、想う。みがき合う。まちのＷＡ！の都市計画

についてでありますが、現在、スポーツセンターのある

地域は第１種住居地域となっており、将来的な増改築を

行う場合に制限がかかる用途となっていることから、耐

震改修に併せて、第３次富良野市都市計画マスタープラ

ンに基づく適正な土地利用を図るため、第２種住居地域

への変更を進めるものであります。 

 次に、子育て世帯に特化した宅地分譲についてであり

ますが、子育て世帯の宅地取得を支援することで、子育

てしやすい住環境や子育て世代の定住促進により、人口

減少の緩和や地域活動の活性化を期待するものであり、

公営住宅跡地である東町団地の一画を85坪程度に分筆

し、市内建設業者の施工、対象者は40歳未満で、16歳未

満の子供がいる世帯などの要件を設け、低価格で分譲し

ようとするものであります。 

 ５件目、感じる。つなげる。自然のＷＡ！のごみの減

量、リサイクルについてでありますが、市民に向けては、

リサイクルの現状を知っていただくため、引き続き、Ｒ

ＤＦの燃料分析値やリサイクル率の各実績を広報ふらの、

ごみアプリ等により周知し、啓蒙を図ってまいります。

また、民間事業者が市内で実証を進めている資源化事業

を活用したＲＤＦ試作品製造を予定するとともに、国が

推進している容器包装以外のプラスチックリサイクルの

動向や廃棄物リサイクルに関わる情報収集に努めながら、

本市に合った品質向上に取り組んでまいります。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続けて、御答弁願います。 

 教育委員会教育長近内栄一君。 

○教育委員会教育長（近内栄一君） -登壇- 

 ふらの令和の会、後藤英知夫議員の教育行政執行方針

に対する代表質問にお答えいたします。 

 １件目、学校教育についてでありますが、ＩＣＴを効

果的に活用することによって、児童生徒の指導の個別化、

学習の個性化により、個別最適な学びの実現を図ってま

いります。 

 さらに、ＩＣＴ教育をより円滑かつ効果的に進めるた

め、地域おこし協力隊派遣事業を活用し、ＩＣＴ支援員

２名の確保を予定しております。また、北海道教育委員

会の事業を全小学校へ拡大し、加配教員３名によるＴＴ

指導や、教師のＩＣＴ活用指導力の向上に向けた研修の

充実を図ってまいります。 

 ２件目、小・中学校の適正規模、適正配置についてで

ありますが、小規模校の児童生徒にとっては、学校の統

合により学校規模が拡大することに伴い、学習環境や生

活環境、教職員との関係などが大きく変化するため、新

たな生活に戸惑いが生じることも考えられます。そのた
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め、統合などが決定した後には、統合先との授業や学校

行事などの交流を重ねるとともに、統合先の学校と児童

生徒に関する情報共有の下、必要に応じてスクールカウ

ンセラーへの相談体制などを整えながら、学校統合の際

の児童生徒への不安払拭などへ配慮してまいります。 

 ３件目、高校教育についてでありますが、本市教育委

員会では、令和４年６月に公立高等学校配置計画案が出

された後、北海道教育委員会に対し、高校再編保護者説

明会において説明、意見聴取の場を設けるとともに、北

海道教育委員会のこれからの高校づくりに関する指針改

定版に係る意見を聞く会において、子供たちの意見を反

映させる取組などを要望しております。 

また、本市教育委員会が設置した富良野市内高等学校

魅力化推進会議では、富良野圏域の中学生から魅力ある

高校づくりに向けた意見などを出してもらうふらの中学

生未来会議を開催し、その内容を両校による新設校統合

準備委員会に情報提供し、意見反映を求めてきました。 

 今後も、引き続き、北海道教育委員会及び新設校統合

準備委員会に対し、魅力ある高校づくりに向け、保護者

や生徒の意見を聞く場を設けるとともに、地域の教育ニ

ーズに対応する学科構成など、教育体制を早い段階で明

確にし、速やかな情報発信を行うよう働きかけてまいり

ます。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、後藤英知夫君の質問は

終了いたしました。 

 次に、市民連合議員会、松下寿美枝君の質問を行いま

す。 

 ４番松下寿美枝君。 

○４番（松下寿美枝君） -登壇- 

 さきに提出されました令和５年度市政執行方針並びに

教育行政執行方針について、市民一人一人が幸福を実感

するまちという総合計画における全体指標を念頭に置き、

市民連合を代表いたしまして質問いたします。 

 （１）輝く。つながり合う。ひとのＷＡ！から、地域

における社会福祉について伺います。 

 民生委員児童委員、社会福祉協議会、地域住民、ボラ

ンティア、福祉関係団体、民間事業者などとの連携によ

り、高齢者、障がい者、子供など、世代や背景の異なる

全ての人が参画し、地域を共に創っていく地域共生社会

の実現に向けた取組を推進していくとあります。 

 地域共生社会とは、制度、分野ごとの縦割りや支え手、

受け手という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主

体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつ

ながることで、住民一人一人の暮らしと生きがい、地域

を共に創っていく社会を指しています。 

 本市の目指す地域共生社会の実現に向けて、どのよう

な取組を行っていくのか、伺います。 

 次に、高齢者福祉については、本年度も引き続き地域

包括ケアシステムの深化、推進に取り組むとあります。 

 高齢化率が上がってきている中で、地域包括ケアシス

テムを深化させるとは具体的にどのようなことを指すの

か、伺います。 

 次に、介護予防については、通いの場や事業所に専門

職員を派遣するとあります。 

 誰一人取り残さないために、通いの場へ来られない方

への支援はどのように考えていくのか、伺います。 

 次に、男女共同参画の推進については、関係機関など

と連携し、人権尊重と男女共同参画社会の実現に向けた

意識の普及啓発に努めるとありますが、どのように男女

共同参画の実現に向けて普及啓発を進めていくのか、伺

います。 

 次に、外国人との共生については、地域と連携を図り、

共に住みよいまちづくりを推進するとあります。 

 どのような形を共に住みよいまちづくりのイメージと

して持っているのか、伺います。 

 次に、文化芸術活動については、新しい文化会館を拠

点に、文化団体の支援や発表、鑑賞の機会を提供し、文

化振興を図るとともに、人材育成を推進するとあります。 

 これまで連綿と続いてきた富良野市の伝統芸能や伝統

文化の継承は課題であると考えます。文化芸術に携わる

人材の育成は何より必要なことと考えますが、その部分

をどのように担っていくのか、伺います。 

 次に、（２）創る。まわす。しごとのＷＡ！から伺い

ます。 

 農業については、担い手が減り、高齢化していく中で、

富良野地区農業センターがどのような力を発揮していく

のか、役割について伺います。 

 次に、森林の管理保全については、市民や観光客に対

し森林への理解を深める取組を森林環境譲与税の有効活

用により行うとありますが、具体的にどのような取組を

行うことを想定しているのか、伺います。 

 また、環境保全に関わる人材の育成については、どの

ように育成していくのか、考えを伺います。 

 次に、観光マネジメントについて伺います。 

 本市の観光をマネジメントする組織、ＤＭＯの設置及

び財源の検討を進めるとあります。 

 ＤＭＯの設置及び財源の検討について、具体的にどの

ように進めていくのか、伺います。 

 次に、雇用促進については、関係機関・団体などと連

携し、労働力確保に向けた新たな施策を検討していくと

ありますが、これまで労働力確保に向けては多様な支援

メニューがありましたが、新たな施策の新しいとはどの

ようなイメージを持っているのか、お伺いします。 

 次に、（３）想う。みがき合う。まちのＷＡ！から伺

います。 
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 公営住宅ですが、子育て世帯に特化した宅地分譲を実

施するとありますが、場所はどこの地域で検討している

のか、伺います。 

 次に、総合的な地域交通体系の構築については、富良

野市地域公共交通計画に基づき、地域の交通資源を活用

した持続可能な交通体系の実現に向け、検討を進めると

ありますが、地域の交通資源とは具体的に何を指すのか、

伺います。 

 次に、ふるさと納税については、ふるさと納税の基本

的な考え方についてお伺いします。 

 また、寄附金額のさらなる向上を目指すとありますが、

使い道に関してはどこに重点を置いて使っていくのか、

お伺いします。 

 （４）感じる。つなげる。自然のＷＡ！から伺います。 

 環境保全及び地球温暖化対策の推進については、ゼロ

カーボンの取組を進めるとありますが、行政として、ど

のように市民へ協力を求めていくのか、具体的な考えを

伺います。 

 次に、教育行政執行方針について伺います。 

 学校教育についての２）自主自律の心を育てる 情意

の木から伺います。 

 不登校児童への支援の中で、教育支援センターの機能

強化と組織的、客観的な状況把握などによる社会的自立

のためのアウトリーチ型の支援の充実とありますが、今

回提案されているアウトリーチ型の支援とは、具体的に

どのようなことを想定されているのか、伺います。 

 ４）原点を見つめ未来への輪を広げる 学びの大地か

ら伺います。 

 小・中学校の適正規模、適正配置については、富良野

市立小中学校の適正規模及び適正配置に関する改正指針

を見直すとありますが、具体的に何を見直していくのか、

伺います。 

 次に、学校における働き方改革の一つの切り口とされ

ている部活動の地域移行に関しては、学校、保護者、地

域との連携、業務改善の取組を一層推進するとあります

が、どのように取り組んでいくのか、伺います。 

 社会教育について伺います。 

 １）家庭、地域の教育力向上、学校との連携、協働の

推進の中から伺います。 

 地域の実情に応じ、市内小学校の空き教室等の活用に

よる地域と連携した子供の居場所づくりを検討するとあ

りますが、検討に至った経緯について伺います。 

 切れ目のない子育て支援について。 

 令和５年４月からは、子供の最善の利益を第一として、

子供の視点に立った当事者目線の政策を強力に進めてい

くことを目指した政府の機関であるこども家庭庁がスタ

ートします。本市においても、全ての子供の発達段階や

特性に応じた相談、支援体制充実のため、令和６年４月

より、こども家庭センターの設置とあります。 

 センターの設置により、いままでとどのように違って

くるのか、内容について伺います。 

 以上、市民連合議員会を代表しての代表質問といたし

ます。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 市民連合議員会、松下寿美枝議員の市政執行方針に対

する代表質問にお答えします。 

 １件目、輝く。つながり合う。ひとのＷＡ！の地域に

おける社会福祉についてでありますが、第３期富良野市

地域福祉計画に基づく各種施策を関係機関、事業所等と

連携しながら推進してまいります。 

 地域福祉の推進は、市民同士のつながりが基盤であり、

障害者週間に合わせた事業所活動の展示、広報や市ホー

ムページを活用した啓発活動に取り組み、障がいのある

人への理解を市全体で深めていくことにより、互いに尊

重し、支え合い、自分らしく生きることのできる地域共

生社会を目指してまいります。 

 次に、高齢者福祉についてでありますが、高齢者が住

み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、

住まい、医療、介護、予防、生活支援が一体的に提供さ

れる地域包括ケアシステムのさらなる充実に向け、取り

組んでいるところであり、多職種による地域ケア会議な

どを通じて地域の課題を把握し、必要な生活支援サービ

スにつなげております。 

 令和５年度は、第９期富良野市高齢者保健福祉計画・

介護保険事業計画の策定に向けたニーズ調査などを実施

し、今後も、関係機関、事業所との連携強化に努めると

ともに、中核機関として地域包括支援センターの機能強

化を図ってまいります。 

 次に、介護予防についてでありますが、通いの場に来

られない方への支援といたしましては、高齢者の保健事

業と介護予防の一体的な取組として、保健医療課と高齢

者福祉課との連携により、健康診断を受診しておらず、

介護サービスも利用していない高齢者へのアプローチを

行い、適切な支援につなげてまいります。 

 次に、人権意識の高揚と男女共同参画の推進について

でありますが、第２次富良野市男女共同参画推進計画を

着実に推進し、計画で掲げた数値目標達成のための具体

的展開や各団体等との意見交換、研修会の開催など、男

女共同参画社会実現のための施策に取り組んでまいりま

す。 

 また、外国人との共生については、地域コミュニティ

ーの課題解決とともに、多言語による情報提供や地域で

の意見交換会等の開催により、相互の文化等を認め合う

環境を構築することで、住みやすいまちづくりの推進を
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図ってまいります。 

 次に、文化芸術活動についてでありますが、文化芸術

活動は、市民生活に心の豊かさと潤いをもたらし、個性

豊かな地域文化の創造の基盤をなすものであり、富良野

市文化芸術基本条例を制定し、演劇文化をはじめとする

文化芸術の力を教育やまちづくりに生かす中から、新た

な担い手の発掘や新しい団体への働きかけについて、関

係団体等との協働により引き続き取り組んでまいります。 

 ２件目、創る。まわす。しごとのＷＡ！の生産性向上

対策についてでありますが、農地基盤整備事業は、農地

の集約化、大区画化、用排水路の整備などを行い、農作

業の効率化や産地収益力の向上、農地保全などを目指す

ものであります。富良野地区農業センターは、富良野市、

山部、五区、御料、南富良野町金山、下金山を受益とす

る国営農地再編整備事業の円滑な実施に向けた地域の調

整役を担うものであります。 

 次に、森林の管理保全についてでありますが、市民の

森林への理解を深めるため、森林環境譲与税を活用し、

子どもの木育スタート事業やふらの森の教室推進事業、

ペレットストーブを通した木材資源の活用を進めてまい

ります。また、森林環境活性化事業により、民間団体で

の研修や体験学習を支援し、市民や観光客など、環境保

全に関わる人材の育成に取り組んでまいります。 

 次に、観光マネジメントの強化についてでありますが、

令和４年度ふらの観光まちづくり戦略会議においてＤＭ

Ｏの設置に向けた協議を再開しており、今後も、ＤＭＯ

と市、観光協会の役割分担などの議論を継続してまいり

ます。 

 また、ＤＭＯの運営に向けた財源確保については、宿

泊税を想定していることから、ＤＭＯの設置と併せ、使

途の整理や導入に向けた合意形成の議論を再開させてま

いります。 

 次に、雇用促進についてでありますが、少子高齢化の

進行に伴う生産年齢人口の減少により、労働力確保は本

市においても急務の状況であります。学卒者の地元定着

促進や首都圏からの移住就労、高齢者や子育てママなど

の潜在労働力の掘り起こしに向け、しごと情報提供サイ

ト、フラノ・ジョブ・スタイルでの情報発信を行うとと

もに、外国人労働者やＵＩＪターン就労者を獲得するた

めの支援策を全庁的に検討してまいります。 

 ３件目、想う。みがき合う。まちのＷＡ！の子育て世

帯に特化した宅地分譲についてでありますが、場所は東

町団地の公営住宅跡地を予定しております。 

 次に、総合的な地域交通体系の構築についてでありま

すが、地域の交通資源とは、既存の公共交通である鉄道、

路線バス、タクシーをはじめ、スクールバス、地域やタ

クシー会社によるコミュニティカー、福祉輸送など、富

良野市全体が有する移動支援に携わる車両や運転手など

を指すものであります。 

 次に、ふるさと納税についてでありますが、ふるさと

納税の基本的な考え方については、まちづくりのための

貴重な原資として寄附をいただくことと併せて、商品開

発、地場産品の販路拡大などにより雇用創出、地域活性

化を図る取組であり、地域の様々な魅力のＰＲになるこ

とから、関係人口の創出や移住、定住にもつながるもの

と考えております。 

 寄附金の使い道につきましては、子育て、教育の充実、

農林業の振興、医療、介護、福祉の充実、観光の振興の

うち、どの政策区分に対して寄附するかを寄附者に指定

いただいておりますので、その意向を尊重して、該当す

る事業の原資として活用してまいります。 

 ４件目、感じる。つなげる。自然のＷＡ！の環境保全

及び地球温暖化対策の推進についてでありますが、2050

年ゼロカーボンシティー実現のためには、市民一人一人

がごみリサイクルと同様の高い意識をゼロカーボンの取

組にも持ってもらうことが重要であると考えております。 

 そのため、ゼロカーボンに資する行動例をまとめたプ

ランを作成、周知するとともに、セミナーやイベント等

を開催し、また、再生可能エネルギー導入に関しては、

既存補助事業の拡充により市内での機運を高め、市民の

ゼロカーボンへの理解を深めてまいりたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続けて、御答弁願います。 

 教育委員会教育長近内栄一君。 

○教育委員会教育長（近内栄一君） 市民連合議員会、

松下寿美枝議員の教育行政執行方針に対する代表質問に

お答えいたします。 

 １件目、不登校児童への支援についてでありますが、

児童生徒に対して適切な学習支援、相談につなげること

が課題であり、つながっていない児童生徒に対し、電話、

家庭訪問などを通じての相談、学習支援などを行う指導

員の配置など、アウトリーチ型支援の必要性が高まって

いることから、適応指導教室指導員の支援だけでなく、

臨床心理士によるカウンセリングを行い、寄り添い、傾

聴し、孤立させないよう見守り体制を強化してまいりま

す。 

 ２件目、小・中学校の適正規模、適正配置についてで

ありますが、現在の富良野市立小中学校の適正規模及び

適正配置に関する改正指針は、平成30年度から令和９年

度までの10年間を期間とした計画であることから、令和

５年度からの後期５年間については、昨今の急激な社会

情勢や学校を取り巻く変化に鑑み、今後の具体的な小・

中学校の適正配置について見直しを行い、保護者や地域

との共通認識の下、慎重に協議を進めてまいります。 

 ３件目、学校における働き方改革についてであります
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が、部活動の地域移行について、令和５年度は、部活動

の地域移行を検討する協議会を設置し、推進体制の検討

や具体的な実施方策について協議を進めるとともに、実

施可能なところから、順次、地域移行の試行に取り組ん

でまいります。 

 ４件目、青少年教育についてでありますが、市内小学

校の空き教室などの活用による地域と連携した子供の居

場所づくりについては、市街地の学童保育センターとし

て活用している施設の老朽化への対策や、児童数の減少

に伴い小学校に空き教室が増えることが想定されること

から、地域の実情や地域学校協働活動を担う地域人材の

活用、保護者との連携を踏まえた検討をしてまいります。 

 ５件目、子ども、子育て支援についてでありますが、

令和６年４月（61ページで訂正）の設置を目指している

こども家庭センターにつきましては、保健センター２階

にこども通園センターの移転とともに整備を計画してお

り、保健センター１階の保健医療課及び子育て支援セン

ターの様々な専門職と連携しながら、子供の発達段階、

成長に合わせた子供・子育て世代への切れ目のない相談

支援体制を構築したいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） ここで発言訂正の申出がありま

すので、許可いたします。 

 教育委員会教育長近内栄一君。 

○教育委員会教育長（近内栄一君） -登壇- 

 ただいまの松下議員の代表質問に対するお答えで、御

訂正をお願いいたします。 

５件目、子ども、子育て支援について、こども家庭セ

ンターの設置の時期を、令和５年４月と申し上げました。

正しくは、令和６年４月の設置でございます。 

 以上、御訂正をよろしくお願いいたします。 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、松下寿美枝君の質問は

終了し、市政執行方針並びに教育行政執行方針に対する

代表質問を終わります。 

――――――――――――――――――――――――― 

        散  会  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、本日の日程は終了いた

しました。 

 明８日は、議案調査のため、休会であります。 

 ９日の議事日程は、お手元に御配付のとおり、天日公

子君、大西三奈子君、宮田均君、大栗民江君、渋谷正文

君の一般質問を行います。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 

                午前11時52分 散会 
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